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気
候
変
動
に
ど
う
向
き
合
う
か

　

2
0
1
6
年
5
月
、
先
進
7
カ
国

（
G
7
）
の
首
脳
は
「
G
7
伊
勢
志
摩
首

脳
宣
言
」
を
発
表
し
た
。
首
脳
宣
言
で
は
、

15
年
に
採
択
さ
れ
た
国
連
気
候
変
動
枠
組

み
条
約
・
パ
リ
協
定
の
16
年
中
の
発
効
や
、

世
界
経
済
の
脱
炭
素
化
を
可
能
に
す
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
シ
ス
テ
ム
の
転
換
に
向
け
た

取
り
組
み
の
加
速
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

パ
リ
協
定
に
は
、
世
界
の
平
均
気
温
の
上

昇
を
2
度
よ
り
も
十
分
低
く
、
1
・
5
度

ま
で
に
抑
え
る
努
力
を
追
求
し
て
い
く
こ

と
が
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
気
温
上
昇

を
こ
の
範
囲
に
抑
え
る
た
め
に
、
21
世
紀

後
半
に
は
温
室
効
果
ガ
ス
の
人
為
的
排
出

量
を
吸
収
量
に
均
衡
さ
せ
る
こ
と
も
明
記

さ
れ
て
い
る
。

　

す
な
わ
ち
、
目
標
水
準
は
既
に
分
か
っ

て
お
り
、
脱
炭
素
化
を
ど
う
実
現
す
る
の

か
と
い
う
大
き
な
潮
流
の
中
に
、
世
界
経

済
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
シ
ス
テ
ム
は
置
か
れ

て
い
る
。
し
か
も
、
気
候
変
動
自
体
は
並

行
し
て
進
ん
で
い
る
の
で
、
温
暖
化
の
進

む
未
体
験
の
世
界
に
適
応
し
な
が
ら
、
そ

れ
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

金
融
機
関
も
も
ち
ろ
ん
、
こ
こ
に
含
ま
れ

る
プ
レ
ー
ヤ
ー
だ
。

　

こ
の
外
部
環
境
を
前
提
に
、
伸
び
て
い

く
ビ
ジ
ネ
ス
の
成
長
に
貢
献
す
る
視
点
で

考
え
る
と
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
向
け
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
な
ど
、

個
別
具
体
的
な
金
融
手
法
の
開
発
を
想
起

し
が
ち
と
な
る
。
し
か
し
、
気
候
変
動
と

い
う
大
潮
流
は
、
そ
の
次
元
を
超
え
、
金

融
シ
ス
テ
ム
と
し
て
気
候
変
動
へ
の
対
応

に
ど
う
向
き
合
う
の
か
を
問
う
て
い
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
示
す
動
き

が
14
年
以
降
、
活
発
化
し
て
い
る
。
本
稿

で
は
「
金
融
シ
ス
テ
ム
は
気
候
変
動
に
ど

う
向
き
合
う
の
か
」
と
い
う
視
点
で
、
気

候
変
動
リ
ス
ク
の
中
身
を
詳
し
く
見
て
い

き
た
い
。

気
候
変
動
リ
ス
ク
と
は

　

F
S
B
は
15
年
10
月
、
20
カ
国
・
地
域

（
G
20
）
財
務
大
臣
・
中
央
銀
行
総
裁
会

議
へ
の
議
長
レ
タ
ー
に
お
い
て
「
金
融
安

定
に
影
響
を
及
ぼ
し
得
る
新
た
な
リ
ス

ク
」
の
一
つ
と
し
て
気
候
変
動
を
取
り
上

げ
た
。
金
融
安
定
に
影
響
を
及
ぼ
し
得
る

気
候
変
動
リ
ス
ク
が
顕
在
化

経
済
、金
融
揺
さ
ぶ
る
メ
ガ
ト
レ
ン
ド

日
本
総
合
研
究
所 

創
発
戦
略
セ
ン
タ
ー
マ
ネ
ジ
ャ
ー

村
上
　
芽

金融と気候変動（上） 連 載

　「
パ
リ
協
定
」
に
よ
り
気
候
変
動
対
策
の
目
標
が
明
確
に
合
意
さ
れ
、
世
界
経
済
の
脱
炭
素
化
を
ど
う
実
現
す
る
の
か

と
い
う
大
き
な
潮
流
が
始
ま
っ
た
。
一
方
で
、
気
候
変
動
の
影
響
が
顕
在
化
し
つ
つ
あ
り
、
そ
れ
に
適
応
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
日
米
欧
な
ど
主
要
国
の
金
融
監
督
当
局
で
構
成
す
る
金
融
安
定
理
事
会
（
F
S
B
）
は
「
金
融
安
定
に

影
響
を
及
ぼ
し
得
る
新
た
な
リ
ス
ク
」
の
一
つ
と
し
て
気
候
変
動
を
捉
え
、
警
鐘
を
鳴
ら
し
始
め
た
。
金
融
シ
ス
テ
ム
と

し
て
、
気
候
変
動
に
ど
う
向
き
合
う
の
か
が
問
わ
れ
る
段
階
が
近
づ
い
て
い
る
。
本
稿
で
は
2
回
に
わ
た
り
こ
の
問
題
を

解
説
。
初
回
は
、
気
候
変
動
リ
ス
ク
を
物
理
リ
ス
ク
と
脱
炭
素
経
済
移
行
リ
ス
ク
に
分
類
し
、
そ
の
中
身
を
説
明
す
る
。

む
ら
か
み・め
ぐ
む　
京
大
法
卒
。日

本
興
業
銀
行
、み
ず
ほ
コ
ー
ポ
レ
ー

ト
銀
行
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
部
を
経
て
03
年
、日
本
総
研
入
社
。

専
門
は
企
業
の
E
S
G（
環
境
・
社

会
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
）評
価
や
環
境
と
金

融
な
ど
。
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ほ
ど
の
気
候
変
動
リ
ス
ク
と
は
、
具
体
的

に
は
何
を
指
す
の
か
。
こ
こ
で
は
、
同
年

12
月
に
F
S
B
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た

「
気
候
関
連
財
務
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ

ー
・
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
」
が
16
年
3
月
に

ま
と
め
た
報
告
書
と
、
16
年
5
月
の
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
銀
行
ス
タ
ッ
フ
・
ワ
ー
キ
ン
グ

ペ
ー
パ
ー
「
気
候
変
動
が
中
央
銀
行
に
及

ぼ
す
イ
ン
パ
ク
ト
〜
天
気
の
話
を
し
よ

う
」
を
参
考
に
整
理
す
る
。

物
理
リ
ス
ク

　

気
候
変
動
リ
ス
ク
は
、
大
き
く
二
つ
に

分
け
る
こ
と
が
で
き
る
（
図
表
1
）。
一

つ
目
は
、
物
理
リ
ス
ク
で
あ
る
。
海
面
上

昇
や
気
温
上
昇
な
ど
気
候
変
動
に
よ
り
生

じ
る
、
資
産
へ
の
被
害
の
可
能
性
を
指
す
。

そ
も
そ
も
気
候
変
動
が
問
題
に
な
る
の
は
、

こ
の
よ
う
な
被
害
が
計
り
知
れ
な
い
か
ら

だ
。
高
温
化
や
、
大
雨
、
洪
水
、
干
ば
つ
、

海
面
上
昇
な
ど
か
ら
直
接
的
に
受
け
る
影

響
と
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
分
断
の
よ
う
に
、
後

続
し
て
間
接
的
に
受
け
る
影
響
が

あ
る
。
直
接
的
な
影
響
は
、
大
雨

や
洪
水
に
よ
る
イ
ン
フ
ラ
や
工

場
・
建
物
・
家
屋
な
ど
へ
の
突
発

的
な
影
響
と
、
高
温
状
態
の
継
続

が
農
業
・
漁
業
の
収
量
を
減
少
さ

せ
た
り
、
観
光
資
源
・
生
物
資
源

を
劣
化
さ
せ
た
り
す
る
よ
う
に
、

突
発
的
で
は
な
く
徐
々
に
、
慢
性

的
に
表
れ
る
影
響
が
含
ま
れ
る
。

ま
た
、
熱
中
症
や
感
染
症
に
よ
る

健
康
へ
の
影
響
、
集
中
力
低
下
に

よ
る
労
働
生
産
性
低
下
も
考
え
ら

れ
る
。

　

物
理
リ
ス
ク
の
影
響
は
、
あ
ら

ゆ
る
業
種
の
事
業
所
や
工
場
、
設

備
、
ま
た
、
交
通
や
電
気
・
ガ
ス
と
い
っ

た
イ
ン
フ
ラ
を
通
じ
て
グ
ロ
ー
バ
ル
な
バ

リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
全
体
に
及
ぶ
。
11
年
の

タ
イ
の
洪
水
で
は
1
万
以
上
の
工
場
が
被

害
を
受
け
、
ソ
ニ
ー
、
ニ
コ
ン
、
ホ
ン
ダ

な
ど
が
生
産
縮
小
や
遅
延
に
見
舞
わ
れ
た

こ
と
は
象
徴
的
だ
。

　

顧
客
企
業
が
受
け
る
影
響

を
通
じ
て
、
銀
行
、
資
産
運

用
、
保
険
な
ど
あ
ら
ゆ
る
金

融
業
に
も
影
響
が
及
ぶ
。
05

年
の
ハ
リ
ケ
ー
ン
カ
ト
リ
ー

ナ
（
米
国
）
は
総
額

2
0
0
0
億
㌦
以
上
の
被
害

を
も
た
ら
し
た
と
さ
れ
、
い

ま
だ
に
米
国
史
上
最
大
の
自

然
災
害
に
数
え
ら
れ
る
が
、

被
害
は
被
災
し
た
住
宅
向
け

の
ロ
ー
ン
を
通
じ
た
地
元
金

融
機
関
の
損
失
に
も
及
ん
だ
。

こ
れ
を
き
っ
か
け
と
し
て
、

米
国
で
は
ハ
リ
ケ
ー
ン
損
害

と
信
用
リ
ス
ク
の
評
価
モ
デ

ル
が
見
直
さ
れ
る
な
ど
し
た

と
い
う
。

　

図
表
2
の
よ
う
に
、
気
象

関
連
災
害
に
よ
る
保
険
損
害

額
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。
そ

の
理
由
と
し
て
、
85
％
は
沿

岸
・
都
市
部
の
経
済
成
長
と
人
口
増
加
に

よ
る
も
の
で
、
気
象
等
の
要
因
は
15
％
に

す
ぎ
な
い
と
す
る
指
摘
も
あ
る
が
、
気
候

変
動
の
影
響
に
よ
り
損
害
が
甚
大
化
す
る

こ
と
も
か
な
り
共
通
認
識
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
保
険
で
カ
バ
ー
さ
れ
て
い
な

い
損
害
も
発
生
す
る
。
企
業
や
自
治
体
の

物理リスク

直接的

間接的

脱炭素経済移行
リスク

政策･規制･
訴訟

技術

市場･経済性

評判 気候変動への対応を巡るブランドイメージの悪化

サプライチェーンの分断、取引先の経営状態を通じた連鎖

浸水による建物被害、高温化や干ばつによる不作、降雪減
少によるスキー客減少、熱中症の増加など

排出上限を定める規制や省エネ規制、環境税制、情報開示
のルール化、それらへの対応を巡る訴訟など

クリーンエネルギーのコスト下落と投資拡大、破壊的技術
革新による技術資産の入れ替えなど

化石燃料価格や消費者の選好、カーボン強度の高い資産
を回避しようとする投資家の選好などによる需給バランス
や競争状態の変化

（出所）筆者作成

〈図表1〉気候変動リスクの概要
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〈図表2〉保険損害額の推移と主要災害における保険損害の割合
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キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
が
痛
む
こ
と
は
避
け

ら
れ
ず
、
銀
行
や
株
主
へ
影
響
が
及
ぶ
可

能
性
が
あ
る
。
先
進
国
で
も
損
害
へ
の
保

険
の
カ
バ
ー
率
が
5
割
を
下
回
る
こ
と
も

多
く
、
付
保
率
が
相
対
的
に
低
い
新
興
国

ほ
ど
影
響
が
大
き
く
な
り
そ
う
だ
。

　

物
理
リ
ス
ク
の
金
融
シ
ス
テ
ム
へ
の
影

響
に
関
し
て
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
の
は
、

欧
米
の
機
関
が
多
い
。
米
国
で
は
ハ
リ
ケ

ー
ン
、
欧
州
で
は
洪
水
や
熱
波
・
冬
の
嵐

な
ど
の
被
害
を
毎
年
の
よ
う
に
受
け
て
い

る
た
め
に
、
自
然
災
害
と
い
う
と
地
震
・

津
波
へ
の
関
心
に
偏
り
が
ち
な
日
本
よ
り

も
危
機
感
が
強
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
例

え
ば
、
米
国
の
ブ
ル
ー
ム
バ
ー
グ
元
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
市
長
と
ポ
ー
ル
ソ
ン
元
財
務
長

官
が
14
年
に
共
同
議
長
を
務
め
た
「
リ
ス

キ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、

リ
ス
ク
評
価
に
気
候
変
動
を
採
り
入
れ
る

こ
と
を
投
資
家
に
推
奨
し
、
さ
ら
に
、
リ

ス
ク
の
理
解
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の

原
動
力
に
も
な
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
英
国
の
ロ
イ
ズ
保
険
組
合
は
15

年
、
気
候
変
動
が
食
料
危
機
を
顕
在
化
さ

せ
、
政
治
リ
ス
ク
に
つ
な
が
り
得
る
と
い

う
シ
ナ
リ
オ
を
発
表
し
た
。
世
界
各
地
で

の
洪
水
や
干
ば
つ
・
渇
水
、
農
作
物
の
伝

染
病
の
発
生
な
ど
を
想
定
し
て
、
最
終
的

に
は
食
料
輸
入
を
め
ぐ
る
国
際
政
治
問
題

に
発
展
す
る
シ
ナ
リ
オ
を
描
き
、
保
険
業

や
産
業
界
に
警
告
を
発
し
て
い
る
。
英
国

で
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
傘
下
の
健
全

性
監
督
機
構
が
、
気
候
変
動
法
に
基
づ
き
、

保
険
業
界
へ
の
気
候
変
動
の
イ
ン
パ
ク
ト

に
つ
い
て
調
査
・
分
析
し
た
リ
ポ
ー
ト
を

出
し
て
い
る
。

　

物
理
リ
ス
ク
を
国
単
位
で
見
て
、
国
の

信
用
リ
ス
ク
（
ソ
ブ
リ
ン
リ
ス
ク
）
へ
の

影
響
を
検
討
す
る
例
も
あ
る
。
格
付
会
社

の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
＆
プ
ア
ー
ズ
社
は
14
年
、

気
候
変
動
を
少
子
高
齢
化
に
次
ぐ
メ
ガ
ト

レ
ン
ド
と
捉
え
、
経
済
、
金
融
、
貿
易
を

通
じ
て
ソ
ブ
リ
ン
リ
ス
ク
に
影
響
を
及
ぼ

す
と
し
、
1
1
6
カ
国
の
ラ
ン
ク
付
け
を

実
施
し
た
。
そ
の
結
果
、
ラ
ン
ク
下
位
20

の
脆ぜ

い
じ
ゃ
く弱
な
国
に
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ベ
ト
ナ

ム
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
イ
ン
ド
、
タ
イ
が
含
ま

れ
て
い
る
。
日
本
は
沿
岸
部
の
人
口
の
多

さ
が
響
い
て
55
位
だ
っ
た
。

　

加
え
て
、
G
7
首
脳
会
合
の
直
前
の
5

月
23
〜
24
日
に
ト
ル
コ
で
開
催
さ
れ
た
、

初
め
て
の
「
世
界
人
道
サ
ミ
ッ
ト
」
に
注

意
を
向
け
て
お
き
た
い
。
こ
の
サ
ミ
ッ
ト

で
は
、
1
7
3
カ
国
か
ら
の
9
0
0
0
人

以
上
の
参
加
者
に
よ
り
、
深
刻
化
す
る
人

道
状
況
に
つ
い
て
の
議
論
が
行
わ
れ
た
。

そ
こ
で
は
人
道
危
機
の
要
因
と
し
て
「
気

候
変
動
の
影
響
に
よ
り
悪
化
し
た
自
然
災

害
」
が
一
番
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
明
示

さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
シ
リ
ア
で
06
年

か
ら
3
年
に
わ
た
り
発
生
し
た
観
測
史
上

最
悪
の
干
ば
つ
が
想
定
さ
れ
て
い
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
干
ば
つ
に
よ
り
発
生

し
た
農
村
か
ら
都
市
へ
の
1
5
0
万
人
の

移
住
者
も
、
国
内
情
勢
混
乱
の
一
つ
の
要

素
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
深
刻
な
干
ば
つ

が
起
こ
っ
た
原
因
は
、
自
然
の
巡
り
合
わ

せ
だ
け
で
は
説
明
で
き
ず
、
気
候
シ
ス
テ

ム
へ
の
人
間
に
よ
る
関
与
に
よ
っ
て
2

〜
3
倍
に
増
幅
し
た
と
す
る
論
文
が
発

表
さ
れ
て
お
り
、
気
候
変
動
の
影
響
の
広

範
さ
、
深
刻
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。

脱
炭
素
経
済
移
行
リ
ス
ク

　

次
に
、
物
理
リ
ス
ク
以
外
の
リ
ス
ク
を

取
り
上
げ
る
。
非
物
理
リ
ス
ク
、
脱
炭
素

経
済
移
行
リ
ス
ク
、
カ
ー
ボ
ン
リ
ス
ク
等

と
呼
ば
れ
、
名
称
は
ま
だ
一
定
し
て
い
な

い
も
の
の
、
政
策
、
市
場
、
技
術
の
変
化

や
、
訴
訟
の
提
起
な
ど
、
脱
炭
素
経
済
実

現
ま
で
の
移
行
過
程
に
お
い
て
発
生
し
得

る
経
済
・
財
務
上
の
損
失
を
指
す
。
こ
こ

で
は
、
脱
炭
素
経
済
移
行
リ
ス
ク
と
呼
ん

で
お
く
。

　

経
済
の
脱
炭
素
化
そ
の
も
の
は
世
界
共

通
の
目
的
で
あ
る
た
め
、
う
ま
く
移
行
を

先
取
り
し
た
り
、
そ
の
実
現
に
貢
献
し
た

り
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
れ
ば
、
ネ
ガ
テ

ィ
ブ
に
捉
え
る
必
要
の
薄
い
リ
ス
ク
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
物
理
リ
ス
ク
と
比
べ
る

と
、
よ
り
一
層
、
企
業
の
戦
略
や
対
応
に

よ
っ
て
リ
ス
ク
に
耐
え
ら
れ
る
か
ど
う
か

が
決
ま
っ
て
く
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
た

だ
し
、
経
済
全
体
で
の
化
石
燃
料
依
存
が

変
わ
ら
な
け
れ
ば
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

を
通
じ
た
影
響
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
上

昇
、
化
石
燃
料
関
連
の
設
備
投
資
な
ど
）

は
全
業
種
に
及
び
得
る
。

　

脱
炭
素
経
済
移
行
リ
ス
ク
の
ト
リ
ガ
ー

と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
以
下
の
4
パ

タ
ー
ン
で
あ
る
。

　

①
公
共
政
策
、
お
よ
び
規
制
、
そ
れ
に

伴
う
訴
訟
：
気
候
変
動
の
緩
和
を
目
的
と

し
た
国
際
法
や
国
内
法
、
そ
の
他
の
規
制

的
手
法
。
例
え
ば
、
排
出
上
限
を
定
め
る

規
制
や
省
エ
ネ
規
制
、
環
境
税
制
、
情
報

開
示
の
ル
ー
ル
化
、
そ
れ
ら
へ
の
対
応
を

め
ぐ
る
訴
訟
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
企
業
に

は
法
令
順
守
コ
ス
ト
や
負
債
の
増
加
が
見

込
ま
れ
る
。
さ
ら
に
、
カ
ー
ボ
ン
強
度
の

高
い
資
産
（
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
大

き
い
資
産
の
こ
と
）
の
使
用
が
制
限
さ
れ

る
場
合
な
ど
に
は
、
資
産
の
座
礁
化
も
懸

念
さ
れ
る
。

　

②
技
術
：
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
コ
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ス
ト
下
落
と
投
資
拡
大
、
破
壊
的
技
術
革

新
に
よ
る
技
術
資
産
の
入
れ
替
え
な
ど
。

低
炭
素
な
代
替
技
術
の
商
業
利
用
の
可
能

性
が
早
期
に
拡
大
す
る
な
ど
、
技
術
の
陳

腐
化
が
早
く
進
め
ば
、
新
た
な
投
資
が
早

く
必
要
と
な
る
。
蓄
電
池
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
、
C
C
S
（
炭
素
固
定
化
）、

代
替
燃
料
な
ど
が
注
目
さ
れ
る
。

　

③
市
場
や
経
済
性
：
需
給
バ
ラ
ン
ス
や

競
争
状
態
の
変
化
。
化
石
燃
料
価
格
や
消

費
者
の
選
好
、
カ
ー
ボ
ン
強
度
の
高
い
資

産
を
回
避
し
よ
う
と
す
る
投
資
家
の
選
好

も
含
ま
れ
る
。

　

④
評
判
：
企
業
の
行
動
に
起
因
し
て
ブ

ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
や
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン

が
毀き

そ
ん損
さ
れ
る
場
合
。

　

脱
炭
素
経
済
移
行
リ
ス
ク
の
影
響
を
最

も
受
け
や
す
い
の
は
、
化
石
燃
料
へ
の
依

存
度
が
高
い
、
カ
ー
ボ
ン
強
度
の
高
い
業

種
で
あ
る
。
化
石
燃
料
採
掘
業
、
電
気
・

ガ
ス
な
ど
の
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
ー
業
種
は
、

政
策
に
よ
り
直
接
、
化
石
燃
料
の
製
造
や

使
用
を
制
限
さ
れ
る
可
能
性
を
否
定
で
き

な
い
。
石
炭
採
掘
や
石
炭
火
力
発
電
に
対

し
て
、
世
界
的
に
は
既
に
圧
力
が
高
ま
っ

て
い
る
。
次
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
影

響
を
受
け
や
す
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
多
消
費
産

業
（
鉄
鋼
、
化
学
、
紙
パ
ル
プ
、
非
鉄
金

属
、
鉱
業
、
建
設
、
製
造
な
ど
）
も

潜
在
的
に
脆
弱
で
あ
る
。

　

脱
炭
素
経
済
へ
の
移
行
そ
の
も
の

の
あ
り
よ
う
に
よ
っ
て
、
こ
の
リ
ス

ク
が
ど
う
顕
在
化
す
る
か
は
変
わ
っ

て
く
る
だ
ろ
う
。
も
し
、
早
い
段
階

か
ら
脱
炭
素
化
に
向
け
た
投
資
が
な

さ
れ
て
い
れ
ば
、
急
な
規
制
強
化
や

エ
ネ
ル
ギ
ー
情
勢
の
変
化
に
も
強き

ょ
う
じ
ん靭

に
対
応
で
き
る
。
逆
に
、
対
応
を
先

延
ば
し
に
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
物
理

リ
ス
ク
の
方
は
深
刻
に
な
っ
て
い
く

の
で
、
急
な
移
行
を
必
要
と
す
る
可

能
性
が
高
ま
る
。
急
な
移
行
に
よ
っ

て
「
変
化
に
つ
い
て
行
け
な
い
」
資

産
を
な
る
べ
く
生
ま
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
が
、
特
に
政
策
に
対
し
て
求
め
ら
れ
て

い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

脱
炭
素
経
済
移
行
リ
ス
ク
に
関
連
し
て
、

15
年
に
一
気
に
関
心
が
高
ま
っ
た
の
が

「
座
礁
資
産
」
と
い
う
考
え
方
だ
。
座
礁

資
産
を
理
解
す
る
た
め
に
は
「
カ
ー
ボ
ン

バ
ジ
ェ
ッ
ト
」
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
必
要
が

あ
る
。
カ
ー
ボ
ン
バ
ジ
ェ
ッ
ト
と
は
、
パ

リ
協
定
で
確
認
さ
れ
た
平
均
気
温
上
昇
を

2
度
未
満
に
抑
え
る
と
い
う
目
標
を
実
現

す
る
た
め
に
、
人
類
が
排
出
可
能
な
温
室

効
果
ガ
ス
の
上
限
枠
（
予
算
）
を
意
味
す

る
。
温
室
効
果
ガ
ス
は
空
気
中
に
た
ま
っ

て
い
く
た
め
に
、
累
積
排
出
量
が
問
題
に

な
っ
て
く
る
の
だ
。
カ
ー
ボ
ン
バ
ジ
ェ
ッ

ト
の
容
量
は
、
目
標
実
現
の
確
度
を
ど
う

見
る
か
で
多
少
幅
が
出
る
が
、
こ
れ
ま
で

人
類
が
排
出
し
て
き
た
2
0
0
2
ギガ
㌧
の

二
酸
化
炭
素
（
C
O2
）
は
、
も
は
や
上

限
量
の
3
分
の
2
以
上
を
使
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
。
埋
蔵
さ
れ
て
い
る
か
ら
と
い
っ

て
、
化
石
燃
料
を
燃
や
し
尽
く
す
わ
け
に

は
い
か
な
い
の
だ
。
F
S
B
の
マ
ー
ク
・

カ
ー
ニ
ー
議
長
が
取
り
上
げ
た
よ
う
に
、

カ
ー
ボ
ン
バ
ジ
ェ
ッ
ト
が
確
認
埋
蔵
量
の

3
分
の
1
か
ら
5
分
の
1
程
度
し
か
な
い

と
す
れ
ば
、
確
認
埋
蔵
量
の
過
半
の
部
分

は
、
も
は
や
燃
や
せ
な
い
わ
け
で
あ
る
。

燃
や
せ
な
い
、
と
い
う
こ
と
は
投
資
し
て

も
回
収
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
ほ
か
な

ら
な
い
。
そ
の
こ
と
を
、
座
礁
と
言
う
。

　

座
礁
資
産
と
い
う
言
葉
を
世
の
中
に
送

り
出
し
た
の
は
、
英
国
の
非
営
利
シ
ン
ク

タ
ン
ク
、
カ
ー
ボ
ン
ト
ラ
ッ
カ
ー
イ
ニ
シ

ア
チ
ブ
だ
が
、
そ
れ
に
よ
る
座
礁
の
定
義

は
「
化
石
燃
料
向
け
の
資
産
が
、
投
資
の

意
思
決
定
時
点
で
想
定
さ
れ
て
い
た
経
済

的
寿
命
を
迎
え
る
よ
り
も
前
に
、
脱
炭
素

経
済
へ
の
移
行
に
伴
う
市
場
と
規
制
環
境

の
変
化
の
結
果
、
経
済
的
リ
タ
ー
ン
が
得

ら
れ
な
く
な
る
こ
と
」
で
あ
る
。
他
に
も

国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関
、
シ
テ
ィ
グ
ル
ー

プ
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
な
ど
が
座

礁
資
産
の
想
定
額
を
試
算
し
て
い
る
が
、

規
模
は
35
年
時
点
で
3
0
4
5
億
〜
2
・

2
兆
㌦
と
、
団
体
に
よ
っ
て
幅
が
あ
る
。

差
が
大
き
い
理
由
は
、
事
業
が
将
来
生
み

出
す
だ
ろ
う
が
生
み
出
せ
て
い
な
い
、
逸

失
利
益
に
相
当
す
る
部
分
を
金
額
に
含
め

る
か
含
め
な
い
か
と
い
う
点
が
、
異
な
る

た
め
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
気
候
変
動
リ
ス
ク
は

非
常
に
広
範
囲
な
内
容
を
包
含
し
て
お
り
、

ま
さ
に
メ
ガ
ト
レ
ン
ド
と
呼
ぶ
の
が
ふ
さ

わ
し
い
大
問
題
で
あ
る
。
次
回
は
、
金
融

に
よ
る
気
候
変
動
リ
ス
ク
へ
の
対
応
方
法

を
中
心
に
取
り
上
げ
る
。

50％の確率で気温上昇を2℃以内に押さえるために、
排出可能な累積CO2量：3,000GtCO2

2,002 GtCO2
（2015年までに排出済み）

+998 GtCO2
（2100年までに
排出可能な上限
＝カーボン
バジェット

（出所）カーボントラッカーイニシアチブ資料に基づき筆者作成

〈図表3〉カーボンバジェットとは人類に残された
　　　  排出枠


